





































































































































































によって 1946年 10月 26日付けで一旦適格との判定を受けた（GHQ文書





























































































































































































































































付記 1　菊田氏はこの文章を書かれて間もなく、2018年 6月 27日に急逝
された。謹んで哀悼の意を表したい。
注


















令官総司令部民間情報教育局文書（＝ GHQ/ SCAP Records, Civil 
キリスト教教育研究　No. 36
－ 127－
Information and Education Section ）があり、その中に、「333・5: 
Investigations- NISHIMURA, Keitaro」(課係名等 :教育部・連絡調査




（7）  憲政資料室所蔵　GHQ/ SCAP RECORDS  CIE(C)00350 RERORT 
OF CONFERENCE
（8）  【追放の有無】前掲の『立教学院百年史』p418の記述の注に、 
「『八十五年史』二一三頁は占領軍による追放としているが、これは
事実に相違する。」とあり、追放はなかったとの見解を示している。
しかし、本稿で引用している GHQ文書を概観するところでは、追
放はあったとする見方が妥当であると考えられる。
（9）  アメリカ聖公会が日本聖公会への支援を行なうために派遣したジョ
ン・ベントレー主教と日本聖公会主教会および教務院との協議会の
ためにポール・ラッシュが準備した『日本聖公会　ポールラッシュ
報告書』（1948年降臨節）によれば、この時点で西村は、東京教区・
真光教会の牧師となっている。
（10）  【インタビュー】「佐々木順三先生に聞く」（聞き手：松原栄、村田
恵次郎）『立教学院史研究』第 6号 2009年）
（11）  【一貫連携教育】1997年、立教学院教学企画委員会は、立教学院の
一貫教育をどのように進めるべきかについて精力的な検討を行い、
その年度内に、「立教学院の一貫連携教育の目標と構想」を答申と
して提出した。
（12）  【菊田米子】佐々木順三が堅信を受けた沼津聖ヨハネ教会信徒。中
部教区の元司祭であった故・菊田顕司祭の妻である。
佐々木順三の立教への赴任および大学・学院運営に関する二三の考察
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